
 

パブリックコメントの実施結果について 

 

■ 案件名 

「萩市地域公共交通計画（案）」について 

 

 

■ パブリックコメント募集期間 

令和６年１２月１１日（水）～ 令和７年１月１０日（金） 

 

 

■ 意見等の提出状況 

区分 持参 郵送 ファックス Eメール 合計 

人数（人） １   ３ ４ 

項目（件） １   13 14 

 

  パブリックコメントで寄せられた意見と市の考え方 

   別紙「萩市地域公共交通計画（案）」に対するご意見の概要と市の考

え方のとおり 

 

 

■ 担当課（お問い合わせ先） 

   萩市地域公共交通会議事務局（ 商工振興課公共交通政策室 ） 

    TEL ０８３８－２５－３５８３ 

 

資料１ 



別 紙

当計画案は総じて今よりよくするといっ
た抽象的記述。今回は大まかな方針と目
標設定をしただけで、具体的に何をする
かはこれから検討するという事かもしれ
ないが、具体的な事がなければ賛成も反
対もない。

本計画は、計画期間中における公共交通
の在り方についての方針を定めるもので
あり、現時点で具体的な事業は決まって
おらず、必要に応じて予算措置してまい
ります。
ご意見は、今後の検討を進めていく際、
参考にさせていただきます。

「萩市地域公共交通計画（案）」に対するご意見の概要と市の考え方

ご意見の概要 市の考え方

地域内交通として生活バスやぐるっとバ
スを無料で利用できるという点、私はと
ても便利で良いことだなと思う。私がも
し免許を持たない高齢者ならば間違いな
く公共交通を活用して外へ遊びに出るだ
ろう。100 円で山口へ出る方法もあ
る。
ただもう少し、公共交通を使ってもらう
為に、利用者になりうる方々への周知の
工夫が必要だなと感じる。具体的な使い
方をチラシだけでなく実際の体験を通し
て示すことで利用者の増加を見込めるの
ではないかと考える。利用者がとても少
ないのに多額の予算をかけるのは難しい
だろうから、今後のサービス維持のため
にも利用者の獲得は重要ではないかと思
う。
また、『交通DX 技術』を使った新ぐ
るっとバスの実証実験とあるが、これを
進める際、同時進行で将来利用者になり
うる世代の60 代70 代の方へDX に取
り残されないための講座等を行うべきだ
と考える。
例えばスマホの使い方講座やPC 教室を
各公民館で実施してみるとか。今もやっ
ているけどもより効果的な社協で実施中
のスマホよろず相談所のようなものを。
提供する側がデジタル技術を使えても利
用する側がそうでなければ意味がないの
で、未来のデジタルデバイド対策として
今はまだ若い60 代70 代の方々に向け
て早急にやるべきだと思う。

地域別の公共交通利用ガイド作成の検討
を進め、市民の皆様のおでかけのきっか
けづくりと、利便性の向上につながる情
報提供に取り組みたいと考えておりま
す。また、公共交通の周知について、関
係各課及び各地域と連携して、取り組ん
でまいります。

DX・デジタルデバイド対策について
は、関係課に共有し、今後の検討を進め
ていく際、参考にさせていただきます。



ご意見の概要 市の考え方

過去の評価（PDCAのC)を書くか、別資
料として示すべき。評価は成果を数字で
出し、数字を金額に換算し、金額からそ
の事業に関わった市役所職員の人件費や
建物の維持費等全ての費用を含めたコス
トを引いた数字がプラスなのかを示すべ
き。マイナスになる物は、義務的にやら
なければいけない物を除きやめるべき。
成果を計測する為には、何もしなかった
場合にどうなるのかのデータ収集が必
要。コストを計算する為には、市職員が
何に何時間使ったかのデータ収集が必
要。・過去の評価を踏まえて今回はどの
ような成果の為に、どれくらいのコスト
をかけて、何をしようとしてるのか、具
体的な結論を書くか、いくつかの選択肢
を示すべき。

これまでの計画の評価については、資料
編に掲載しております。
コスト面については、市民生活の移動支
援の在り方との比較考量が必要となりま
すので、いただいたご意見は、今後具体
的な事業を検討する際の参考にさせてい
ただきます。

概要版はもっと簡潔にするべき。計画案
に結論があれば簡潔にできる。

概要版は、計画本編の内容を抜粋し、お
おまかにまとめたものであり、ホーム
ページなどには簡潔な紹介も、今後行う
こととしております。いただいたご意見
は今後の参考にさせていただきます。

鉄道は本数が少ないし、駅前に何もない
ので使えない。

いただいたご意見につきましては、鉄道
事業者へお伝えいたします。

「MaaS アプリ等の構築・実証」という
のが何をしようとしてるのか不明。市や
地域交通事業者でスマホアプリを開発し
ようとしてるならやめた方がいい。市で
アプリの使い勝手をチェックし、交通事
業者やアプリ提供元に要望を出したり、
相手の要望を聞くといった活動をコスト
をかけずにやるという事ならやった方が
いい。

DXなど、新たな技術を活用すること
で、広範囲に渡る市域において、自宅か
ら目的地までのスムーズでストレスフ
リーな公共交通移動を支えるために、行
政や各運行主体が連携し、検索から予
約、決済が一括でできるサービスの導入
を目指すこととしておりますが、現時点
では具体的な施策は決定しておりませ
ん。
いただいたご意見は、今後具体的な事業
を検討する際の参考にさせていただきま
す。

路線バスの路線図が分かり難い。地図に
して欲しい。

いただいたご意見につきましては、バス
事業者へお伝えいたします。



ご意見の概要 市の考え方

萩港にバス停が無い。まぁーるバスが近
くを通るがなぜか止まらない。比較的近
いバス停は、見島便の降り場からは近い
が相島便の降り場からは遠い。バスを待
たなければいけないわけだから、港の待
合所で待っていて、バスが来るのが見え
てから歩いて間に合う位置にあるべき。

バス停の位置などについては、道路の安
全確保の観点から、現在の位置としてお
りますが、いただいたご意見は今後の参
考にさせていただきます。

まぁーるバスの経路が使いづらい。経路
が違う二つの路線があるが、経路は同じ
で逆方向が欲しい。行くことはできても
帰れないのでは意味がない。辺鄙な所を
ながなが回りすぎ。そういう経路があっ
てもいいが、基本はバスセンターを中心
とした放射状とするべき。経路が長いと
運行間隔も長くなるので短くするべき。
バスセンター→東萩駅→萩港、バスセン
ター→ザ・ビッグエクストラ萩店→萩駅
→市民病院の2路線（復路を入れれば4
路線）でいい。バスセンター→玉江駅が
あってもいいが優先度は高くない。菊が
浜、遊覧船乗り場、しーまーと、松陰神
社等、観光目的の場所は自転車、タク
シーを利用してもらうか、シーズンに臨
時便を出せばよいと思う。

まぁーるバスのルートについては、今後
も利用者の声などを反映して、適宜変更
などを検討して参ります。
いただいたご意見は今後の参考にさせて
いただきます。

市役所や明倫センターに用事があること
はめったにないので、そこをバスのハブ
にしないで欲しい。バスセンターを拡張
するなどして便利な場所をハブにして欲
しい。もしくは、市役所を移転し、今の
市役所建物をバスターミナル兼商業施設
にして欲しい。ついでに言うと、裁判
所、美術館、ハローワーク等、大きな公
的施設を市の中心に作るのはやめて欲し
い。1年に1回も行かないような施設が
中心にあるのは市の発展に望ましくな
い。市の中心のスーパー建物内とかに出
張所のようなものがあってもいいと思う
が、大きなものは中心を外して欲しい。
（県や国の施設であって、市が決めたわ
けではないかもしれないが）

公共交通施策だけでなく、まちづくりの
観点でのご意見でありますので、今後の
参考にさせていただきます。



ご意見の概要 市の考え方

萩循環まぁーるバスに定期券を導入して
ほしい。定期券があれば、もっと利用促
進につながるのではないか。

まぁーるバスの利用促進をはかる上で
も、いただいたご意見を踏まえ、定期券
の導入について、検討していきます。

旧町村から、どのように乗ったら便利か
わかるバスの時刻表があれば良いと思い
ます。1日観光をまわる人にも便利な
マップがあれば良いと思います。

地域別の公共交通利用ガイド作成の検討
を進め、市民の皆様のおでかけのきっか
けづくりと、利便性の向上につながる情
報提供に取り組んでまいります。

公共交通財政負担額の年3万はかけす
ぎ。全く利用しない人や0歳児も含めて
月2千5百円徴収しているという事であ
り、額が大き過ぎる。乗車乗船料金を上
げて、頻繁に利用する人の為に大幅な割
引のある月間パスを販売するといった方
が額は少なくなるのではないか。

コスト面については、市民生活の移動支
援の在り方との比較考量が必要となりま
すので、いただいたご意見は今後の参考
にさせていただきます。

まぁーるバスを安くする必要はない。安
くても使う気になれないような利便性の
ものがあっても意味がない。500円で乗
り放題を最低料金にして、10人乗りく
らいのマイクロバスにして、財政負担を
ゼロにして、15分毎運航にして、経路
を改善して便利にしてもらった方がい
い。バスを小さくすると乗り切れなかっ
た場合や、車椅子の人への対応が心配に
なるかもしれないが、運営上の問題で予
想される事は次善策を用意しておき、事
例が積み重なった時点で改善策を検討す
ればよく、まずは赤字にならない事を優
先するべき。

まあーるバスの利用料金や仕組みについ
ては、移動実態などを踏まえた上で検討
する必要がありますので、いただいたご
意見は今後の参考にさせていただきま
す。


